
○農村公園フルーツパークにき設置条例施行規則

平成17年12月28日規則第33号

改正

平成20年12月19日規則第31号

農村公園フルーツパークにき設置条例施行規則

農村公園フルーツパークにき管理規則（平成13年仁木町規則第11号）の全部を改正する。

（趣旨）

第１条 この規則は、農村公園フルーツパークにき設置条例（平成17年仁木町条例第31号。以下「条

例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

第２条 削除

（許可の申請等）

第３条 条例第５条の許可を受けようとする者は、利用しようとする日の７日前までに農村公園フ

ルーツパークにき（以下「公園」という。）内行為許可申請書（様式第１号）を、同条第３項の

規定により許可を受けた事項の変更の許可を申請しようとする者は、農村公園フルーツパークに

き内行為許可事項変更申請書（様式第２号）を、それぞれ条例第12条の規定により公園の管理を

行う指定管理者（以下「指定管理者」という。）に提出しなければならない。

２ 条例第８条の許可を受けようとする者は、利用しようとする日の７日前までに農村公園フルー

ツパークにき有料施設利用許可申請書（様式第３号）を指定管理者に提出しなければならない。

３ 指定管理者は、第１項の許可をしたときは、農村公園フルーツパーク仁木内行為許可書（様式

第４号）及び第２項の許可をしたときは、農村公園フルーツパークにき有料施設利用許可書（様

式第５号）を当該申請者に交付するものとする。

（利用料金の納付）

第４条 前条の規定により許可を受けた者は、条例に定める利用料金を指定管理者へ納付しなけれ

ばならない。

（許可内容の変更）

第５条 条例第５条及び第８条の許可を受けた者は、当該許可に係る内容を変更しようとするとき

は、あらかじめ指定管理者の承認を受けなければならない。

（利用料金の減免）

第６条 条例第14条の規定により利用料金の全部又は一部を免除することができるのは、次の各号

の一に該当する場合とする。



(１) 町、町議会、町農業委員会、町教育委員会、町選挙管理委員会、町監査委員がその職務の

執行に関連し利用するとき。

(２) 法律又は条例に基づき設置される町の付属機関がその職務の執行に関連し利用するとき。

(３) 町内の農業関係団体、経済関係団体、労働関係団体、教育関係団体、社会福祉関係団体、

自治関係団体及びテーマ別活動団体が本来の活動のために利用するとき。

(４) その他町長が必要と認め承認したとき。

２ 利用料金の減免を受けようとする者は、農村公園フルーツパークにき有料施設利用料減免申請

書（様式第６号）を有料施設利用許可申請書に添えて指定管理者に提出しなければならない。

３ 指定管理者は、利用料金の減免の可否を決定したときは、農村公園フルーツパークにき有料施

設利用料減免承認書（様式第７号）により当該申請者に通知するものとする。

（利用料の還付）

第７条 条例第15条ただし書きの場合における利用料の還付額は、次の各号の区分に応じ、当該各

号に定める額とする。

(１) 利用許可を受けた者（以下「利用者」という。）の責めに帰することができない理由によ

り施設を利用することができなくなった場合 既納の利用料金の全額

(２) 利用者から次に掲げる日までに利用の変更又は中止の申し出があった場合

ア 利用を変更し、又は中止する日の７日前まで 既納の利用料金の全額

イ アに定める場合を除き、利用を変更し、又は中止する日の前日まで既納の利用料金の５割

に相当する額

２ 条例第15条ただし書きの規定により利用料の還付を受けようとする者は、農村公園フルーツパ

ークにき有料施設利用料還付申請書（様式第８号）を指定管理者に提出しなければならない。

３ 指定管理者は、利用料金の還付の可否を決定したときは、農村公園フルーツパークにき有料施

設利用料還付承認書（様式第９号）により当該申請者に通知するものとする。

（利用者の遵守事項）

第８条 公園を利用しようとする者は、その利用について指定管理者の指示に従い、条例第６条に

定める行為の禁止及び条例第７条に定める使用の禁止又は制限を遵守しなければならない。

（損害の届出等）

第９条 利用者は、公園施設等に損害を与えたときは、直ちにその旨を指定管理者に届けなければ

ならない。



２ 指定管理者は、前項の規定による届出があったときは、速やかに町長に報告しなければならな

い。

（委任）

第10条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、町長が別に定める。

附 則

（施行期日）

１ この規則は、平成18年４月１日から施行する。

（指定管理者による管理ができない場合等における規定の読替え等）

２ 指定管理者の指定を取り消した場合その他公園の管理を指定管理者に行わせることができない

場合においては、この規則の規定中「指定管理者」とあるのは「町長」に、「利用」とあるのは

「使用」に、「利用者」とあるのは「使用者」に、「利用料金」とあるのは「使用料」に読替え

るものとする。

３ 前項の場合においては、第９条第２項の規定は、適用しない。

附 則（平成20年12月19日規則第31号）

この規則は、平成21年４月１日から施行する。



様式第１号（第３条第１項関係）





様式第２号（第３条第１項関係）



様式第３号（第３条第２項関係）



様式第４号（第３条第３項関係）





様式第５号（第３条第３項関係）



様式第６号（第６条第２項関係）



様式第７号（第６条第３項関係）



様式第８号（第７条第２項関係）



様式第９号（第７条第３項関係）


